
議
会
報
告 

１ 

主
な
議
案
・
請
願
・ 

陳
情
の
審
議 

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

→
全
員
一
致
可
決 

…
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
９
億
３
千

６
百
万
円
を
追
加
し
、
724
億
６
千
915
万
千
円

と
す
る
。
自
治
会
補
助
金
、
歌
劇
１
０
０
年
魅

力
発
信
事
業
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
成
委
託
料
、

中
央
公
民
館
整
備
事
業
で
の
基
本
計
画
・
設
計

業
務
委
託
料
、
災
害
復
旧
事
業
債
の
追
加
な
ど 

・
平
成
26
年
度
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業

費
補
正
予
算
→
全
員
一
致
可
決 

・
介
護
保
険
事
業
費
補
正
予
算
→
全
員
一
致
可

決 ・
平
成
26
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
→
全
員
一
致
可
決 

…
３
階
東
病
棟
を
（
仮
）
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
建
設
改
良
費
・
企
業

債
を
約
１
億
３
千
362
万
円
増
額
。
放
射
線
治
療

装
置
導
入
の
設
計
費
用
が
増
加
し
た
の
で
、
建

設
改
良
費
・
企
業
債
を
約
１
千
776
万
７
千
円
増

額
。
看
護
師
派
遣
料
な
ど
の
経
費
を
増
額
す
る
。 

市
立
看
護
専
門
学
校
か
ら
就
職
の
就

職
率
を
上
げ
る
病
院
の
魅
力
作
り
や

認
知
症
患
者
に
対
応
す
る
研
修
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
と
質
問
し
た 

・
保
育
所
保
育
実
施
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
保
育
の
実
施
基
準
に
代
わ
る
新
し
い
基
準

は
、
市
町
村
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宝
塚

市
で
は
独
自
の
基
準
と
し
て
「
就
学
前
の
子
ど

も
４
人
以
上
の
多
子
家
庭
」
も
設
定
。
年
３
～

４
件
み
ら
れ
た 

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
→
全
員
一
致

可
決 

…
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
・
運
営
基
準
を

条
例
で
定
め
る
。
各
１
名
増
員
と
は
言
え
、
職

員
配
置
基
準
は
国
基
準
に
改
悪
さ
れ
る
。
小
規

模
保
育
（
０
～
２
歳
児
６
～
19
人
）
で
の
Ａ
型

（
現
・
分
園
に
近
い
）・
自
園
調
理
（
委
託
可
）

は
堅
持
。
３
歳
児
受
け
入
れ
困
難
は
私
立
幼
稚

園
活
用
で
解
消 

・
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の 

制
定

→
全
員
一
致
可
決 

…
来
年
度
か
ら
育
成
会
で
の
受
け
入
れ
を
拡

大
（
①
市
内
に
在
住
し
、
宝
塚
市
立
小
学
校
以

外
の
小
学
校
に
就
学
す
る
児
童 

②
３
年
生

ま
で
を
４
年
生
ま
で
に
変
更
）
。
被
災
避
難
者

を
含
め
、
他
市
に
住
民
票
が
あ
り
市
内
小
に
通

う
児
童
が
百
人
近
く
い
る
こ
と
を
指
摘
。
「
運

用
で
対
応
」
を
引
き
出
し
た

長尾小での第
二育成会 
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☆月～金10:00～15:00
但し、不在のこともご
ざいますので、お電話
をしていただいてから
お越しください。 

☆事務所のコピー機・印
刷機（新機種入りまし
た）ご利用ください。
（有料） 

☆事務所をグループ・サ
ークル等の活動にご利
用ください。（無料） 
《使用日時は電話でお
問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・
食の安全等の本があり
ます。お気軽にご覧く
ださい。 

■ 議員控室 
 

 

●Fax 0797-74-1810 
●E-mail 
goiken@tgikai.zaqrs.jp 

■ 事務所 
〒665-0816 

宝塚市平井 1-6-14 

●Tel＆Fax 

0797-89-4090 
●ＨＰ 
http://ayumukai.jp/ 

●E-mail 
o-ayumukai 

@poem.ocn.ne.jp 

●Tel 0797-71-1141 
代表電話ですが、お気軽に！ 

念
を
貫
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
日
、
私
は
奇
し
く
も

村
山
富
市
・
元
首
相
を
伊
丹

空
港
で
出
迎
え
て
い
ま
し

た
。
村
山
さ
ん
は
、
現
在
も

年
数
回
は
韓
国
や
中
国
を

訪
問
さ
れ
、
関
係
の
修
復
に

努
め
て
お
ら
れ
、
SP
も
断

っ
て
庶
民
生
活
を
送
る
人

間
味
あ
ふ
れ
る
方
で
す
。 

そ
の
村
山
さ
ん
を
同
志

と
公
言
す
る
の
が
、
野
中
廣

務
・
元
官
房
長
官
で
す
。
先

月
宝
塚
に
お
招
き
し 

ま
し
た
。
90
歳
を
前 

に
、
な
お
眼
光
鋭
く
、 

信
念
の
言
葉
を
肚
の
底 

か
ら
発
せ
ら
れ
ま
す
。
最
近

一
連
の
朝
日
新
聞
タ
タ
キ

を
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
だ
と
憂

い
、
集
団
的
自
衛
権
に
関
し

憲
法
を
解
釈
で
変
え
た
内

閣
を
批
判
。
特
に
安
倍
晋
三

氏
の
『
先
の
戦
争
犯
罪
を
無

か
っ
た
こ
と
に
す
る
』
執
念

に
は
、
「
戦
争
を
知
る
も
の

と
し
て
、
残
る
人
生
の
全
力

を
尽
く
し
、
闘
う
！
」
こ
と

を
誓
わ
れ
ま
し
た
。 

 

60
歳
を
前
に
“
ひ
よ
っ

こ
”
の
私
、
ま
だ
ま
だ
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

９
月
20
日
、
土
井
た
か

子
さ
ん
が
85
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
立

候
補
し
た
11
年
前
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
撮
影
で
お
会

い
し
た
印
象
は
、
政
界
と
い

う
男
性
社
会
で
永
年
闘
い
、

力
強
く
演
説
さ
れ
る
“
凛
”

と
し
た
女
性
。
政
界
を
引
退

さ
れ
て
も
、
『
憲
法
行
脚
の

会
』
で
全
国
を
巡
り
、
憲
法

を
活
か
そ
う
！
と
い
う
信

「長尾すぎの子
クラブ」の保育室 



・
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
屋
外
で
の
人
数
10
万
人
以
上
、
露
店
数
50

店
舗
以
上
の
催
し
（
清
荒
神
・
中
山
寺
の
年
末

年
始
の
祭
礼
が
該
当
、
今
後
は
花
火
大
会
も
）

を
指
定
催
し
と
し
て
、
主
催
者
に
防
火
担
当
者

の
選
任
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る

計
画
の
提
出
・
計
画
に
基
づ
く
業
務
の
実
施
を

義
務
付
け
る
。
計
画
の
事
前
提
出
が
な
け
れ
ば

30
万
円
以
下
の
罰
金
も 

・
平
成
25
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

→
全
員
一
致
認
定 

…
収
益
的
収
支
は
３
億
７
千
971
万
６
千
645
円

の
赤
字
。
当
年
度
の
純
損
失
は
３
億
８
千
36
万

８
千
101
円
（
前
年
度
と
比
べ
約
５
千
882
万
円

改
善
）
。
累
積
欠
損
金
は
144
億
９
千
340
万
３
千

366
円
。
資
本
的
収
支
は
18
億
４
千
636
万
千
51

円
の
資
金
不
足
だ
が
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
水
道
事
業
か
ら
の
一

時
借
入
金
等
で
補
て
ん
。
地
域
医
療

連
携
の
成
果
と
今
後
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
市
民
へ
の
説
明
・
啓
発

不
足
を
質
し
た 

・
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
→
全
員
一
致
認
定 

…
収
益
的
収
支
は
２
億
５
千
847
万
４
千
768
円

の
純
損
失
。
資
本
的
収
支
は
３
億
９
千
43
万
４

千
13
円
の
黒
字 

・
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
→
全
員
一
致
認

定 …
収
益
的
収
支
は
１
億
２
千
658
万
９
千
151
円

の
純
損
失
。
資
本
的
収
支
は
18
億
２
千
35
万

７
千
734
円
の
資
金
不
足
だ
が
補
て
ん
し
、
未
払

金
で
措
置 

・
市
立
子
ど
も
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
→
全

員
一
致
可
決 

…
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
館
協
議
会
を
指
定
。

選
定
委
員
５
人
中
３
人
が
地
元
な
の
で
公
平

性
を
欠
く
可
能
性
も
。
市
民
の
声
を
聴
く
な
ら
、

公
聴
会
等
他
の
方
法
で
と
意
見
し
た 

・
市
立
花
屋
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者
の

指
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
（
公
財
）
宝
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
を
指

定 ・
宝
塚
市
自
治
会
補
助
金
交
付
要
綱
（
案
）
の

見
直
し
を
求
め
る
請
願
→
全
員
一
致
趣
旨
採
択 

…
紹
介
議
員
と
な
っ
た
。
（
１
）
単
位
自
治
会

へ
の
補
助
金
交
付
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
と
の

協
働
の
指
針
に
基
づ
き
、
宝
塚
市
自
治
会
連
合

会
へ
の
加
入
の
有
無
に
よ
り
支
給
額
に
差
を

設
け
る
こ
と
な
く
、
公
正
・
公
平
に
取
り
扱
う

こ
と
。
（
２
）
単
位
自
治
会
へ
の
補
助
金
の
交

付
条
件
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
会
運
営

の
過
去
の
経
過
や
現
状
に
配
慮
し
、
当
分
の
間
、

弾
力
的
に
運
用
す
る
こ
と
。 

こ
の
２
項
目
に
賛
同
で
き
な
い
会
派
も
あ

り
、
発
展
的
選
択
と
し
て
趣
旨
採
択
に 

・
教
育
条
件
整
備
の
た
め
の
請
願
→
全
員
一
致

採
択 

…
毎
年
同
様
の
内
容
で
同
じ
団
体
か
ら
の
提

出
が
議
論
と
な
っ
た
。
同
様
の
請
願
を
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
問
題
！ 

・
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
現
行

の
保
育
水
準
の
維
持
を
求
め
る
請
願
→
全
員
一

致
趣
旨
採
択 

…
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
発
達
を
保
障
し
、
保

護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
あ
ず
け
ら
れ
る

よ
う
、
ど
の
保
育
施
設
等
も
現
行
の
保
育
条
件

お
よ
び
保
育
水
準
を
維
持
し
て
欲
し
い
。
こ
の

基
準
で
は
待
機
児
解
消
は
不
可
能
と
い
う
意

見
が
あ
り
、
趣
旨
の
み
採
択 

・
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
関
し
て
、
本

市
議
会
が
平
成
20
年
３
月
26
日
付
け
で
政
府

に
提
出
し
た
意
見
書
が
決
定
的
な
根
拠
を
失
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
国
は
さ
ら
な

る
真
相
の
究
明
を
進
め
、
諸
外
国
、
関
係
諸
機

関
に
、
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
促
す
努
力
を
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
→
可
決

□反
共
産
・
ユ
ニ
ッ
ト
・
村
上
・
石
倉
・
坂
下
・

大
島 

…
元
々
意
見
書
の
審
査
は
吉
田
証
言
を
根
拠

に
せ
ず
、
女
性
の
人
権
侵
害
が
論
点
。
ま
た
政

府
提
出
の
意
見
書
は
取
り
消
せ
な
い
。
そ
の
後

の
進
展
は
な
い
問
題
な
の
で
、
対
案
を
提
案
し

た
が
否
決
さ
れ
た 

２ 

一
般
質
問 

１
．
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る 

市
の
考
え
は 

Ｑ
18
年
前
人
権
尊
重
都
市
宣

言
を
し
た
宝
塚
市
と
し
て
は 

Ａ
関
係
課
が
連
携
協
力
し
て

対
応
、
警
察
等
の
関
係
機
関

と
も
連
携
、
容
認
し
な
い
基
本
姿
勢
で
対
応 

Ｑ
市
内
で
行
わ
れ
た
か
と
い
う
認
識
は 

Ａ
現
在
、
把
握
し
て
い
な
い 

 

Ｑ
国
連
勧
告
の
「
普
遍
的
な
人
権
教
育
が
必

要
」
に
対
し
て
市
の
学
校
教
育
の
取
組
み
は 

Ａ
人
権
感
覚
を
育
て
る
こ
と
、
自
分
と
共
に

全
て
の
人
の
大
切
さ
・
違
い
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る 

Ｑ
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
HS
）
行
為
を
目
的
と

し
た
市
の
施
設
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
市
の

と
っ
た
行
動
と
理
由
は 

Ａ
弁
護
士
の
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
は
言
え

な
い
と
の
見
解
で
許
可
し
た 

 

HS
と
は
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差

別
扇
動
表
現
」
で
、
人
種
や
国
家
だ
け
で
な

く
、
反
原
発
運
動
、
広
島
の
平
和
運
動
、
生

活
保
護
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
HS
に
よ

っ
て
社
会
に
憎
悪
が
蔓
延
し
て
か
ら
で
は
、

他
民
族
へ
の
暴
力
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
戦
争

を
阻
止
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
り
ま

す
。
日
本
で
も
関
東
大
震
災
後
、
民
間
人
に

よ
り
数
千
人
の
朝
鮮
・
中
国
人
が
虐
殺
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
は
、
侵
略
戦
争
に
突

き
進
ん
だ
こ
と
も
、
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。 

花屋敷グラウンドオープン当日、
永島昭浩さんによるサッカー教室 



 

国
連
は
教
育
と
併
せ
て
包
括
的
な
差
別

禁
止
法
を
つ
く
る
こ
と
も
勧
告
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
世
界
主
要
国
の
人
権
の
常
識
と

大
き
な
差
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

山
形
県
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
や
門
真
市

ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
は
、
HS
行
為
を
目
的
と

し
た
市
の
施
設
使
用
を
不
許
可
に
し
ま
し
た
。

門
真
市
は
「
い
か
な
る
団
体
で
あ
れ
、
人
権
・

民
族
・
門
地
な
ど
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
持
ち
、
自
ら
選
択
す
る
余
地
の
な
い
点
や

国
籍
な
ど
の
属
性
を
捉
ま
え
て
の
差
別
行
為

は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
姿
勢
に
立
ち
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
も
利
用
す
る
文
化
・
教
育
の

拠
点
で
あ
る
施
設
と
し
て
、
受
け
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
勇
気
あ
る
見
解
を
述
べ
ま

し
た
。 

 

差
別
の
嵐
が
全
国
に
吹
き
荒
れ
て
い
る

こ
と
を
危
惧
し
、
質
問
し
ま
し
た
。
山
谷
国
家

公
安
委
員
長
他
２
名
の
閣
僚
の
HS
団
体
と
の

関
係
が
発
覚
し
、
特
に
海
外
メ
デ
ィ
ア
は
鋭
く 

２
．
薬
剤
師
の
役
割
に
期
待
す
る 

Ｑ
市
と
宝
塚
市
薬
剤
師
会
と
の
連
携
は 

Ａ
救
急
医
療
業
務
・
災
害
時
医
療
に 

関
す
る
業
務
学
校
薬
剤
師
業
務
な
ど 

Ｑ
市
立
病
院
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
は 

Ａ
医
師
・
看
護
師
の
業
務
支
援
だ
け
で
な
く
、

患
者
の
薬
に
対
す
る
安
心
感
・
安
全
な
医
療
を

確
保
す
る
体
制
と
し
て
外
せ
な
い 

 

２
０
２
５
年
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
視
野
に
入
れ
、
質
問
し
ま
し
た
。
地

域
・
医
療
と
介
護
の
密
接
な
連
携
で
、
高
齢
者

を
支
援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

薬
剤
師
さ
ん
の
役
割
は
、
「
①
介
護
予
防

…
施
設
の
み
な
ら
ず
自
宅
も
訪
問
→
介
護
の

重
度
化
防
ぐ 

②
調
剤
＋
服
薬
支
援 

副
作

用
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

③
医
師
へ
の
処
方
設
計

支
援
・
処
方
提
案
…
医
師
の
意
識
の
転
換
。
医

師
は
薬
品
の
専
門
家
で
な
い
た
め
、
過
剰
な
処

方
を
防
ぐ
提
案
（
疑
義
照
会
）
」
と
言
う
重
要

な
も
の
。
し
か
し
、
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
と

い
う
概
念
さ
え
市
民
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

も
う
一
つ
の
大
き
な
効
果
は
医
療
費
削

減
。
在
宅
介
護
へ
の
方
向
転
換
で
、
患
者
を
中

心
に
据
え
た
、
か
か
り
つ
け
医
師
・
訪
問
看
護

師
・
薬
剤
師
・
ケ
ア
マ
ネ
・
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

「
チ
ー
ム
医
療
」
は
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
つ
な
ぐ
の
が
、
行
政
の
役
割
で
す
。 

 

３
．
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重 

す
る
施
策
に
つ
い
て 

Ｑ
宝
塚
市
立
中
学
校
生
徒
会
に 

よ
る
い
じ
め
防
止
を
は
じ
め
と
す
る
取
組
み
は 

Ａ
25
年
以
上
前
か
ら
年
２
回
、
全
中
学
校
生
徒

会
執
行
部
の
交
流
会
を
開
催
。
学
校
関
連
携
や

生
徒
の
主
体
性
・
自
主
性
を
高
め
、
活
動
の
活

性
化
に
つ
な
が
る 

Ｑ
子
ど
も
の
権
利
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
を
フ
レ
ミ

ラ
に
設
置
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か 

Ａ
子
ど
も
審
議
会
か
ら
「
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、

相
談
し
や
す
い
場
所
」
と
答
申
を
う
け
た 

Ｑ
子
ど
も
の
環
境
改
善
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の
役
割
と
今

後
の
展
望
は 

Ａ
今
後
も
Ｓ
Ｓ
Ｗ
同
士
の
連
携
強
化
・
情
報
共

有
等
、
一
層
の
拡
充
に
努
め
る 

 
 

生
徒
会
交
流
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
や
サ
ミ
ッ
ト
で
い
じ
め
撲
滅
宣
言
を

作
成
な
ど
、
教
員
主
導
で
は
な
い
自
主
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
い
じ
め
防
止
の

活
動
は
、
お
と
な
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
児

童
生
徒
が
自
主
的
に
行
わ
な
く
て
は
無
意
味

で
す
。
ま
さ
に
、
「
自
由
な
意
見
を
表
明
す
る

権
利
」「
参
加
す
る
権
利
」
の
具
現
化
で
す
ね
。 

 

思
春
期
は
ガ
ラ
ス
の
ハ
ー
ト
。
中
高
生
が

多
く
出
入
り
す
る
フ
レ
ミ
ラ
宝
塚
に
相
談
者

は
足
を
運
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
審
議
会
は
フ
レ
ミ

ラ
と
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
を
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
変
え
た
の
は
正
解
で
す
が
、
川

西
市
は
６
割
が
来
所
。
相
談
内
容
で
圧
倒
的
に

多
い
虐
待
事
案
も
、
学
校
問
題
も
、
所
管
課
は

市
庁
舎
。
も
う
一
度
、
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 
 

国
の
調
査
で
は
35
人
学
級
中
６
人
の
子

ど
も
が
貧
困
家
庭
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
貧
困

に
精
神
疾
患
や
障
害
な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
だ

家
庭
に
福
祉
的
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
Ｓ

Ｓ
Ｗ
を
、
国
は
５
年
後
に
現
在
の
１
千
５
百
人

か
ら
１
万
人
に
増
員
し
ま
す
。 

ま
た
、
米
国
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
で
も
「
幼

児
期
の
学
び
が
そ
の
後
の
子
ど
も
の
発
達
や

人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
が
判
明
。

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
高
さ
が
、
自
己
制

御
力
や
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
よ
う
と
す
る

向
社
会
的
行
動
に
影
響
す
る
。
子
ど
も
が
成
人

し
た
と
き
の
税
負
担
の
能
力
が
高
ま
り
、
生
活

追
及
し
て
い
ま
す
。
人
権
を
尊
重
し
な
い
日
本

が
、
世
界
か
ら
「
危
険
」
と
見
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
目
を
つ
む
っ
て
い
て
は
、
私
た
ち
は
い
つ

ま
で
も
井
の
中
の
蛙
、
成
熟
し
た
民
主
国
家
に

到
達
で
き
ま
せ
ん
。 

中川市長と大島のやり取りが紹介されました 

東京新聞に 
市議会の活動が！ 
（10 月 21 日） 
 



保
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
も
抑
制
で
き
る
」
と

い
う
説
も
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ
拡
充

の
際
に
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
で
も
取
り
組
み

を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

国
は
学
校
を
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
市
も

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

 ４
．
「
宝
塚
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
条
例
」
制
定

後
、
活
用
を
図
る
た
め
の
施
策
は 

Ｑ
「
主
と
し
て
営
利
を
目
的
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
行
い
、
地
域
内
へ
の
還
元
や
貢

献
の
な
い
事
業
形
態
も
発
生
」
に
、
具
体
的
に

ど
う
対
処
す
る
の
か 

Ａ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
の
共
有
的
資

源
。
利
用
の
推
進
に
は 

①
地
域
の
受
益
・
条
件

に
配
慮 

②
非
常
時
の
市
民
の
安
全
確
保 

③
周

辺
住
民
と
の
合
意
形
成
に
努
め
る 

④
市
民
や

事
業
者
な
ど
主
体
の
協
働
促
進
に
配
慮 

 
 

市
内
で
も
、
豪
雨
の
際
２
か
所
の
発
電
所

が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
原
発
に
頼
ら
な
い
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
の
足
を
引

っ
張
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
市
に
要
望
し
ま
し
た
。 

早苗田の会 

 
杉山鮎水 選 
 九

月 

（
多
得
点
）
浅
漬
け
の
胡
瓜
を
添
え
て
病
床
へ 

 

鮎
水 

（
特
選
）
鰯
雲
運
動
靴
に
風
軽
く 

 
 

峯
子 

 

◇ 

虫
籠
を
掲
げ
る
子
ら
や
し
た
り
顔 

 

峯
子 

十
一
月 

 

海
光
の
会
・
早
苗
田
の
会 

合
同
吟
行 

（
特
選
）
ペ
ン
ギ
ン
に
冬
の
日
向
の
ゆ
き
わ
た
る  

富
田 

栄
子 

 

◇ 

石
蕗
の
花
動
物
園
に
続
く
道 

 
 

畑 

麗
子 

 

◇ 

言
の
葉
を
探
す
散
策
草
は
実
に  

 

藤
井 

峯
子 

宝塚市地域公共交通協議会は、市の

公共交通をどうしていくのかを、学

識・事業者・労組・国・公安・市・住

民が一堂に会し、知恵を出し合い、考

え話し合う場です。総合連携計画も作

成しました。 

画を見直す時に反映出来るよう、座

長のＫ先生が提案。また、計画当初

の高齢者・障害者などの「交通弱者」

限定の枠は外れ、誰もが利用できる

ことになりました。さらに質疑を深

めると、小さな事業者と大規模事業

者と、それぞれの果たす役割が明確

になりました。  

今後、バスでもタクシーでもない、

このような交通手段が、住宅が山の

斜面に張り付いている宝塚で必要と

なるはずです。 

 議会基本条例11号にもとづき「市

政に関する重要な政策及び課題に

対し、議会として共通認識の醸成を

図り、合意形成に資するとともに、

条例案の策定や市長に対する政策

提言等を行うため」研究会を設置、

私は「障がいのある人もない人も 

共に安心して暮らせる 宝塚づくり

研究会」に所属しました。 

そこでは、学識経験者などによる

研修、市障害者自立支援センターや

先進地明石市などの視察、市自立支

援協議会の傍聴を行いました。協議

の結果、下記を提言（案）します。  

１. 障害施策を総合的にすすめる

ための体制づくり  

「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律」をうけ、法施行

（平成28年４月）を前に、障害者施

策担当課の設置・配置する専門職

（障害当事者）の採用など 

２. 障害者差別解消地域支援協議

会の設置  

身体・知的・精神・発達の各障害お

よび難病の各当事者、専門職、事業

者などで構成する 

３. 障害を理由とする差別の解消

の推進に関する調査実施  

不当な差別的取扱いになる行為の

具体例や合理的配慮として考えら

れる好事例。  

４. 救済の仕組みづくり  

相談体制の整備、助言、あっせん。  

５. 条例の制定  

６. 上記についての方針及びスケ

ジュールを作成  

18歳以降、長期的に関わり、

リハビリや訓練をおこなう施設

が近隣にありません。手足や体

幹機能に障がいのある人たちの

子ども発達支援センター。子ども
の成長や身体の特性により、同じ
椅子はない 

障害がある人に優しいまちは、 

誰にとっても暮らしやすいまちです 

日常生活を保障す

る観点から、リハ

ビリ・訓練施設の

整備は喫緊の課題

なので決議案を提

案します。  

宝塚市地域公共交通協議会＆会議が開催されました！ 

一方、宝塚市地域公共交通会議は利害調

整の場。ここで、「平井山荘買い物タクシー

運営事業」が審査、承認されました。一般

の乗客も乗せる（乗せない）のか、路線バ

スとの連携を考えてはなど、審査の途中に

出た幾つかの問題は、地域公共交通連携計


